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金
沢
大
病
院
で
　
言
白
菜
ど
と
も
に
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治
療
へ
来
日

　
　
難
病
の
コ
ソ
ボ
男
児

　
ュ
＼
コ
ス
言
ラ
九
万
玉

目
池
川
に
怯
み
、
難
居
に
侵
さ

れ
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
ネ
ジ
ー

ル
・
シ
ニ
ッ
ク
ち
ゃ
ん
（
言
が

七
日
、
日
本
で
治
療
を
受
け
る

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
・
コ
ソ
ボ

自
治
州
か
ら
難
病
の
治
療
の

l
l
l
A
k
S
j
～
‐
sx
l
l
l
l
&
j
S
）
／
　
１
／
’

聚
凌
胆
謳
言
言
辻
士
岫

頑
守
白
言
の
白
玉
宿
院

へ
匹
ブ
．
光
ノ
不
ジ
ー
ル
ち
や

ん
苔
ゾ
ノ
ボ
紛
争
に
よ
る
北
大

西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

軍
空
爆
前
に
悪
他
言
庭
二
し
ゅ

よ
う
）
の
「
網
膜
芽
細
胞
腫
（
も

う
ま
く
が
さ
い
ぼ
う
し
ゅ
）
」

と
診
断
さ
れ
、
三
月
三
日
に
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
で
回
目
の
摘
出
手

術
を
受
け
た
が
空
爆
の
激
化
で

き
哭
よ
戸
斤
ろ
苑
旧
号
亙
訪
Ｊ

て
い
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）

の
要
請
を
受
け
、
金
沢
大
碍
院

が
言
犬
几
言
賜
の
て
ぃ
ち

　
両
親
に
手
を
引
か
れ
成
田
空

啓
次
白
ロ
ビ
ー
に
現
れ
た
ネ

壮
ん
ち
ゃ
ん
峡
や
や
疲
れ

た
表
情
で
時
折
泣
き
顔
を
見
竺

た
ぺ
新
幹
線
の
お
ぢ
ち
ゃ
を

渡
さ
れ
る
と
右
手
で
し
っ
か
り

握
っ
て
満
足
そ
う
な
表
情
に
。

　
そ
の
後
の
記
者
会
見
で
は
、

傍
観
の
ヒ
ュ
ル
メ
土
で
シ
ニ

ッ
ク
さ
ん
（
四
〇
）
が
「
日
本
の
方

々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
息
子
が
よ
く
な
っ
た
ら
コ

ン
ボ
に
戻
り
、
家
族
で
力
を
合

わ
せ
て
平
和
に
暮
ら
し
た
い
」

ヒ
舌
屯
。
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